別添様式２
研究開発課題の中間評価結果

平成○○年○○月

○○委員会

○○委員会委員

　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　所属･職名
主査　　　　○○　○○○　　　国立○○センター所長

主査代理　　○○　○○○　　　○○

　　　　　　○○　○○○　　　○○
○○課題の概要（※ポンチ絵でも可）
1． 課題実施期間及び評価時期　　
平成××年度～平成△△年度

中間評価　平成◇◇年度及び平成○○年度、事後評価　平成◎◎年度を予定

2． 研究開発概要･目的
3． 研究開発の必要性等（※必要性、有効性、効率性を記述）


4． 予算（執行額）の変遷

	年度
	HXX(初年度)
	…
	H○○
	H○○
	H○○
	翌年度以降
	総額

	執行額
	○○億
	…
	○○億
	○○億
	○○億
	○○億

（見込額）
	○○億

（見込額）

	(内訳)
	科振費　○○億

○○費　○○億
	…
	
	
	
	
	


5． 課題実施機関･体制

研究代表者　　　東京大学○○研究所教授　○○　○○○
主管研究機関　　東京大学、Ａ研究所、Ｂ大学

共同研究機関　　○○大学、・・・・
6． その他

中間評価票
（平成○○年○○月現在）

	1． 課題名　○○

	2． 評価結果

	（１）課題の進捗状況　　　　　※進捗度の判定とその判断根拠を明確にする

	※　事前評価において設定された「必要性」、「有効性」、「効率性」における各評価項目について、その評価基準の要件を満たしているか

※　所期の目標の達成に向けて適正な進捗が見られるか

	（２）各観点の再評価と今後の研究開発の方向性

	※　最新の社会情勢を踏まえた上で、当初設定された「必要性」、「有効性」、「効率性」の各観点における評価項目およびその評価基準の妥当性を改めて評価し、必要に応じてその項目・基準の変更を提案する

※　新たに設定された項目・基準に基づき、課題の「継続」、「中止」、「方向転換」を示す

	（３）その他

	


中間評価実施年度











11

